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(57)【要約】
【課題】長い起動時間を必要とする構成部品の搭載にも
かかわらず、待機時の消費電力を抑えながら、起動後の
待ち時間を短縮する放送受信装置及びその起動方法を提
供する。
【解決手段】放送受信装置において、電源プラグ７５を
商用電源に接続した状態で、常に、電源がオン状態の人
感センサ４０とサブＣＰＵ６０により、人間の近接を検
出し、装置の各部に電源を供給するメイン電源ユニット
からの電源の供給を制御する。即ち、メインスイッチ２
２やリモコン３０からの装置の起動に先立って、ＯＳを
搭載したＣＰＵやディジタルＬＳＩ等からなり、その起
動に時間がかかる構成部品（画像処理部２００）を予め
起動して待機することにより、待機時の消費電力を抑え
ながら、装置の起動後の待ち時間を短縮する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送された信号を受信する受信部と、
　前記受信部で受信した放送信号に対して所定の処理を行って映像信号を生成する画像情
報処理部と、
　前記画像情報処理部において生成された映像信号を表示する表示部と、そして、
　前記各部に対して所定の電力を供給するための電源装置とを備えた放送受信装置であっ
て、更に、
　待機状態における前記各部の電源状態を制御するための電源制御部と共に、
　人間の当該装置への近接を検出するための近接検知手段を備えており、
　前記画像情報処理部は、少なくともその一部に、起動に時間がかかる部位を含んでおり
、そして、前記電源制御部は、前記近接検知手段による人間の近接の検出により、前記画
像情報処理部における起動に時間がかかる部位に対し、前記電源装置からの電力を供給す
ることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記請求項１に記載した放送受信装置において、前記画像情報処理部における起動に時
間がかかる部位は、ＯＳを搭載したＣＰＵを含んでいることを特徴とする放送受信装置。
【請求項３】
　前記請求項１に記載した放送受信装置において、前記電源装置は、前記電源制御部と前
記近接検知手段へ電力を供給する第１の状態と、当該電源制御部及び当該近接検知手段に
加えて、前記画像情報処理部における起動に時間がかかる部位へ電力を供給する第２の状
態と、そして、前記放送受信装置の各部へ電力を供給する第３の状態とを備えていること
を特徴とする放送受信装置。
【請求項４】
　前記請求項３に記載した放送受信装置において、前記電源装置は、当該放送受信装置の
メインスイッチの起動によって、前記放送受信装置の各部へ電力を供給する第３の状態へ
移行することを特徴とする放送受信装置。
【請求項５】
　前記請求項４に記載した放送受信装置において、前記電源装置は、前記放送受信装置の
メインスイッチの起動に先立つ待機状態において、前記電源制御部と前記近接検知手段へ
電力を供給する第１の状態になることを特徴とする放送受信装置。
【請求項６】
　前記請求項５に記載した放送受信装置において、前記電源装置は、商用電源に接続する
ための接続部を備えており、そして、当該接続部の前記商用電源への接続に伴って、常に
、前記電源制御部と前記近接検知手段へ電力を供給することを特徴とする放送受信装置。
【請求項７】
　前記請求項１に記載した放送受信装置において、前記近接検知手段は、当該放送受信装
置が設置された空間内における物理的変化を検出することによって人間の当該装置への近
接を検出することを特徴とする放送受信装置。
【請求項８】
　前記請求項１に記載した放送受信装置において、前記近接検知手段は、前記表示部の一
部に取り付けられたカメラ装置であることを特徴とする放送受信装置。
【請求項９】
　放送された信号を受信する受信部と、前記受信部で受信した放送信号に対して所定の処
理を行って映像信号を生成する画像情報処理部と、前記画像情報処理部において生成され
た映像信号を表示する表示部と、そして、前記各部に対して所定の電力を供給するための
電源装置とを備え、かつ、前記画像情報処理部は、少なくともその一部に、起動に時間が
かかる部位を含んでいる放送受信装置の起動方法であって、
　人間の当該装置への近接を検出し、そして、
　当該人間の当該装置への近接に応じて、前記画像情報処理部における起動に時間がかか
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る部位に対し、前記電源装置からの電力を供給し、もって、待機状態に移行することを特
徴とする放送受信装置の起動方法。
【請求項１０】
　前記請求項９に記載した起動方法において、前記待機状態では、前記画像情報処理部に
おける起動に時間がかかる部位であるＯＳを搭載したＣＰＵの起動を行うことを特徴とす
る放送受信装置の起動方法。
【請求項１１】
　表示装置において、
　ディジタル放送信号を受信する受信部と、
　前記受信部で受信したディジタル放送信号をデコードするためのデコーダと、
　前記デコーダによりデコードされた信号を用いて映像の表示を行う表示部と、
　前記各部に対して所定の電力を供給するための電源ユニットと、
　前記表示装置を操作するためのリモコン信号を受信するリモコン信号受信部と、
　少なくとも前記デコーダを制御するため主制御回路と、
　少なくとも前記電源ユニットを制御するための副制御回路とを備え、
　第１の待機状態においては、前記電源ユニットから前記副制御回路と前記リモコン信号
受部に電源が供給され、第２の待機状態においては、前記副御回路は、前記主制御回路と
前記デコーダに電源を供給するように前記電源ユニットを制御することを特徴とする表示
装置。
【請求項１２】
　前記請求項１１に記載した表示装置において、更に、人感センサを備え、前記第１の待
機状態において、該人感センサが該表示装置に人間が近接したことを検出した場合に、前
記第１の待機状態から前記第２の待機状態に移行することを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　前記請求項１１に記載した表示装置において、更に、現在時刻を検出するためのタイマ
ーを備え、前記第１の待機状態において、該タイマーが検出した現在時刻が所定の時間帯
にある場合に、前記第１の待機状態から前記第２の待機状態に移行することを特徴とする
表示装置。
【請求項１４】
　前記請求項１１に記載した表示装置において、更に、発光素子を備え、該発光センサに
より、該表示装置が前記第１の待機状態にあるか、前記第２の待機状態にあるかを視覚的
に識別可能にしたことを特徴とする表示装置。
【請求項１５】
　リモコンからのリモコン信号により操作され得る表示装置において、
　前記リモコン信号を受け付けるとともに、表示部に映像を表示させない待機動作モード
と、前記リモコン信号を受け付けるとともに、表示部に映像を表示させる通常動作モード
とを備え、
　前記待機動作モードは、第１の待機動作モードと第２の大気動作モードとを含み、
　前記第１の待機動作モードは、前記リモコン信号を受け付けるリモコン信号受信部と、
該受信部により受信したリモコン信号に応じて前記表示装置の各部に電源を供給する電源
ユニットを制御する副制御回路とが動作状態にされ、
　前期第２の動作モードは、前記リモコン信号受信部及び前記副制御回路と、更に、受信
されたディジタル放送信号をデコードするためのデコーダと、該デコーダを含む前記表示
装置の各部を制御するための主制御回路とが動作状態にされることを特徴とする表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン放送やラジオ放送を受信する放送受信装置に関し、特に、その
一部にＣＰＵを含む信号処理装置によって、放送された受信波に所定の処理を施すことに
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より、放送信号を受信する放送受信装置及びその起動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送においては、従来のＮＴＳＣ方式のアナログ放送に加え、近年、ディ
ジタル地上放送やディジタルケーブル放送など、各種の方式のサービスが提供されている
。また、それに伴い、放送受信装置は、従来のアナログ放送の受信に加えて、更に、ディ
ジタル放送の受信をも可能にすることが要求されており、そのため、選局や波形処理を含
む各種の処理を、ＯＳを搭載したＣＰＵやディジタルＬＳＩを利用して実行する放送受信
装置が提案され、また、実用化されている。
【０００３】
　その一例として、例えば、以下の特許文献１によれば、アナログ放送の選局、復調、映
像信号処理および映像信号出力を制御する第一のＣＰＵと、ディジタル放送の選局、復調
、復号および映像信号出力を制御する第二のＣＰＵと、アナログ放送の映像信号出力とデ
ィジタル放送の映像信号出力とを切り替えるスイッチとを備えた多方式放送対応受信装置
が既に知られている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１９１９３７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した従来のＮＴＳＣ方式のアナログ放送に加えてディジタル放送をも受
信可能な放送受信装置では、上記特許文献１でも述べられているが、ディジタル放送の受
信、特に、セットの電源起動直後において、チャンネルを受信して画面に表示するまでの
時間が、従来のアナログ放送の受信と比較して、時間がかかることは既に知られている。
【０００６】
　即ち、上記特許文献１でも述べられているように、近年のアナログ及びディジタル放送
に対応可能な受信装置のような、所謂、ディジタル家電では、ＯＳを搭載したＣＰＵやデ
ィジタルＬＳＩが搭載されており、システム制御としては、装置の電源の起動によりＣＰ
ＵのＢＯＯＴ－ＵＰ後、ＯＳをダウンロードし、圧縮されたデータを展開し、各デバイス
のマイクロコードダウンロードや初期設定を行なう必要が有った。そのため、システムの
起動にかなりの時間を費やしてしまう（例えば、１０数秒程度）。そのため、このセット
の電源起動後の画面表示までの待ち時間が、視聴者を苛立たせる原因ともなっており、そ
の改善が待たれている。
【０００７】
　なお、上記特許文献１で知られる多方式放送対応受信装置では、ディジタル放送の番組
とＮＴＳＣアナログ放送の番組とでは、同一時刻に共通の番組を放送している場合が多い
ことに鑑みて成されたものであり、当該装置（セット）の電源投入時において、第一のＣ
ＰＵが、ディジタル放送より取得された電子番組情報に基づいて上記のスイッチを切り替
えること（即ち、より起動時間の短いアナログ放送の番組を、起動時間の長いディジタル
放送の番組より優先して出力すること）により、第二の制御部がディジタル放送出力の準
備をする期間画面上にメッセージを表示することができる。これにより、画面表示待ち時
間を無そうとするものである。
【０００８】
　しかしながら、上述の従来技術は、その内容からも明らかように、ディジタル放送の番
組とアナログ放送の番組とが共存することを前提としたものであり、近い将来（西暦２０
１１年から開始される）の全テレビ放送のディジタル化（すなわちアナログ放送の停止）
に対しては、アナログ放送は共存しないことから、これに対応することは出来ない。
【０００９】
　そこで、本発明では、ディジタル放送に移行した場合にも有効であり、特に、その内部
にＯＳを搭載したＣＰＵやディジタルＬＳＩが搭載されているにもかかわらず、装置の待
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機時の消費電力を抑えると共に、当該装置の起動後における待ち時間を短縮することが可
能な放送受信装置及びその起動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、上記の目的を達成するため、まず、放送された信号を受信する受信部
と、前記受信部で受信した放送信号に対して所定の処理を行って映像信号を生成する画像
情報処理部と、前記画像情報処理部において生成された映像信号を表示する表示部と、そ
して、前記各部に対して所定の電力を供給するための電源装置とを備えた放送受信装置で
あって、更に、待機状態における前記各部の電源状態を制御するための電源制御部と共に
、人間の当該装置への近接を検出するための近接検知手段を備えたものにおいて、前記画
像情報処理部は、少なくともその一部に、起動に時間がかかる部位を含んでおり、そして
、前記電源制御部は、前記近接検知手段による人間の近接の検出により、前記画像情報処
理部における起動に時間がかかる部位に対し、前記電源装置からの電力を供給する放送受
信装置が提供される。
【００１１】
　また、本発明では、前記に記載した放送受信装置において、前記画像情報処理部におけ
る起動に時間がかかる部位は、ＯＳを搭載したＣＰＵを含んでおり、また、前記電源装置
は、前記電源制御部と前記近接検知手段へ電力を供給する第１の状態と、当該電源制御部
及び当該近接検知手段に加えて、前記画像情報処理部における起動に時間がかかる部位へ
電力を供給する第２の状態と、そして、前記放送受信装置の各部へ電力を供給する第３の
状態とを備えている。更に、本発明では、前記電源装置は、当該放送受信装置のメインス
イッチの起動によって、前記放送受信装置の各部へ電力を供給する第３の状態へ移行する
と共に、前記電源装置は、前記放送受信装置のメインスイッチの起動に先立つ待機状態に
おいて、前記電源制御部と前記近接検知手段へ電力を供給する第１の状態になり、そして
、前記電源装置は、商用電源に接続するための接続部を備えており、そして、当該接続部
の前記商用電源への接続に伴って、常に、前記電源制御部と前記近接検知手段へ電力を供
給する。加えて、本発明では、前記近接検知手段は、当該放送受信装置が設置された空間
内における物理的変化を検出することによって人間の当該装置への近接を検出するもので
あり、例えば、前記表示部の一部に取り付けられたカメラ装置である。
【００１２】
　更に、本発明によれば、やはり上記の目的を達成するため、放送された信号を受信する
受信部と、前記受信部で受信した放送信号に対して所定の処理を行って映像信号を生成す
る画像情報処理部と、前記画像情報処理部において生成された映像信号を表示する表示部
と、そして、前記各部に対して所定の電力を供給するための電源装置とを備え、かつ、前
記画像情報処理部は、少なくともその一部に、起動に時間がかかる部位を含んでいる放送
受信装置の起動方法であって、人間の当該装置への近接を検出し、そして、当該人間の当
該装置への近接に応じて、前記画像情報処理部における起動に時間がかかる部位に対し、
前記電源装置からの電力を供給し、もって、待機状態に移行する放送受信装置の起動方法
が提供されている。そして、本発明では、前記に記載した起動方法において、前記待機状
態では、前記画像情報処理部における起動に時間がかかる部位であるＯＳを搭載したＣＰ
Ｕの起動を行うものである。
【発明の効果】
【００１３】
　上記したように、本発明になる放送受信装置及びその起動方法によれば、その内部にＯ
Ｓを搭載したＣＰＵやディジタルＬＳＩが搭載されている、所謂、起動に時間がかかる部
位の存在にもかかわらず、当該装置の起動後における待ち時間を短縮すると共に、装置の
待機時の消費電力を抑えることが可能となるという、実用的にも優れた効果を発揮する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、添付の図面を用いながら詳細に説明する。
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【００１５】
　まず、添付の図２は、本発明の一実施の形態になるディジタル放送信号を受信して表示
する放送受信装置の全体構成を示す図である。なお、この実施の形態では、本発明を、特
に、ディジタル地上放送やディジタルケーブル放送などの各種のディジタル方式のサービ
スを受信可能な放送受信装置である、所謂、テレビジョン受信機に適用した例について述
べる。
【００１６】
　この図２において、放送受信装置２０（チューナ部、又は、コントロールボックスと呼
ばれる）は、後にも説明するが、テレビジョン放送信号を受信するためのチューナを含ん
でおり、ディジタルＢＳ／ＣＳ放送信号、ディジタル地上波放送信号、ディジタルケーブ
ル放送信号のいずれか一つ、またはそれらの任意の組み合せ、又は、それら全ての放送信
号を受信可能である。また、この放送受信装置は、やはり後にも示すが、上述した放送信
号を録画するためのハード・ディスク・ドライブ(ＨＤＤ)やデジタルビデオプレーヤ/レ
コーダ（所謂ＤＶＤプレーヤ/レコーダ）を内蔵するものであっても、又は、それらを装
置の外部に取り付け（外付け）可能なものであってもよい。更には、この他、ビデオ信号
、コンポーネント信号の入力およびその出力を持っていてもよい。
【００１７】
　一方、表示部１０は、その表示パネル１１を、液晶パネル、ＰＤＰもしくはＦＥＤ等で
構成されており、それらの任意の一つが、上記受信装置２０と接続可能である。尚、以下
においては、表示パネル１１として液晶パネルもしくはＰＤＰのいずれかを用いるものと
して説明する。また、図中の符号１２は、この表示部１０を構成し、音声を出力するため
のスピーカを示している。加えて、図中の符号３０は、上記受信装置２０の動作をユーザ
が制御するために用いる、所謂、リモコン（リモートコントローラ）である。
【００１８】
　そして、上記受信装置２０と表示部１０との間は、電気的接続のための手段であるケー
ブル４０を介して、電気的に接続されている。なお、このケーブル４０は、受信装置２０
からの映像信号や音声信号（所謂、映像信号）を表示パネル１０に供給するためのビデオ
ラインと音声ライン、及び、受信装置側２０から制御信号などを表示部ル１０に送信する
ための通信ライン、更には、後のも述べる上記受信装置２０の電源部からの駆動電力を供
給するための電力ラインをも含んでいる。
【００１９】
　次に、添付の図１には、上記受信装置２０の内部構成の詳細が示されている。この図か
らも明らかなように、受信装置２０は、外部のアンテナ５０で受信した放送信号から所望
の放送信号を選択するための（ディジタル）チューナ回路２１を、その内部に備えると共
に、当該装置全体の制御を行うための主制御回路であるメインＣＰＵ２０１をその一部に
搭載した、例えば、１チップのＬＳＩから構成される画像処理部２００を備えている。な
お、この画像処理部２００は、そのチップ内において、上記のメインＣＰＵ２０１と共に
、例えば、ＭＰＥＧデコーダ２０２、更には、画像処理回路２０３などを含んで構成され
ている。なお、このメインＣＰＵ２０１は、上記ディジタルチューナ２１の選局や、各処
理回路の制御を行うと共に、所望の映像を出力するための各種の機能をも有している。ま
た、このメインＣＰＵ２０１は、ディジタル放送から得られる電子番組情報を、後にも説
明する内蔵ＨＤＤ等に設けられた電子番組情報格納部に保管し、又は、ディジタル放送の
番組情報管理を行なうことも可能である。
【００２０】
　そして、ディジタル放送を受信する場合には、上記アンテナ５０から入力されるＲＦ変
調波を、メインＣＰＵ２０１が（ディジタル）チューナ回路２１を制御することにより、
所望のチャンネルを選局し、そして、映像データを抽出して、当該抽出した映像データを
画像処理部２００へ出力する。なお、より詳細には、ここでは図示しないが、このチュー
ナ回路２１から出力されたＩＦ信号は、ディジタル復調回路でディジタル変調波が復調さ
れ、トランスポートデータとしてトランスポートデコーダに出力される。そして、トラン
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スポートデコーダでは、トランスポートデータから（ＭＰＥＧ）映像データを抽出し、抽
出した映像データを画像処理部２００へ出力する。
【００２１】
　この画像処理部２００では、やはり、上記メインＣＰＵ２０１が制御することにより、
ＭＰＥＧデコーダ２０２が、上記チューナ回路２１から得られたＭＰＥＧ処理された映像
データに対してＭＰＥＧデコード処理を施し、更に、画像処理回路２０３では、ＭＰＥＧ
デコード処理された映像データを、表示部側が要求する所定の映像信号として、上記表示
パネル（表示部）１０へ出力する。なお、この時、当該映像データを、図１の右下部に示
す内蔵のＨＤＤ８０や外付けのＤＶＤレコーダ９０などに記録することも可能である。ま
た、図中の符号２０４は、上記ＥＰＥＧデコーダ２０２がその処理を実行する際に使用す
るため、上述した１チップのＬＳＩ（即ち、画像処理部２００）とは個別に設けられた、
所謂、記憶装置としてのメモリを示している。
【００２２】
　なお、上記において、上記チューナ回路２１や画像処理部２００を含め、装置全体の動
作を制御する上記のメインＣＰＵ２０１は、ＯＳを搭載したＣＰＵである。そのため、装
置の電源の起動によりＣＰＵのＢＯＯＴ－ＵＰ後、メモリ内に格納したＯＳをダウンロー
ドし、圧縮されたデータを展開し、各デバイスのマイクロコードダウンロードや初期設定
を行なう必要がある。そのようなシステムの起動には、例えば、１０数秒程度の時間を費
やす場合がある。
【００２３】
　また、上記の受信装置２０においては、図１の左側に示すように、上述した装置の動作
をユーザが遠隔から制御するためのリモコン３０からの制御信号（例えば、赤外線信号）
を受光するためのリモコン受光部３６、更には、人間が表示システムであるテレビジョン
受信機（上記受信装置２０や表示パネル（表示部）１０を含む）に近接したことを検出す
るための人感センサ４０、更には、当該表示システムの全体のスイッチを構成するメイン
スイッチ２２、その他が、例えば、そのパネル側に配置されて設けられている。
【００２４】
　そして、本発明になる受信装置２０においては、上述したメインＣＰＵ２０１と共に、
更に、メインＣＰＵ２０１よりも消費電力の小さい副制御回路であるサブＣＰＵ６０が、
個別に設けられている。そして、図からも明らかなように、サブＣＰＵ６０は、当該装置
内に設けられたメイン電源ユニット７０のＳＴＢ（スタンバイ）パワー端子７１に接続さ
れている。なお、このＳＴＢ（スタンバイ）パワー端子７１は、受信装置２０の電源部と
なるメイン電源ユニット７０から延びた電源ケーブル７２の先端に接続された電源プラグ
７５が、商用電源に挿入（接続）されている期間、常に、オン（ＯＮ）状態となる端子で
ある。そのため、このサブＣＰＵ６０には、常時、所要の電力（１～数ワット程度）が供
給されることとなる。
【００２５】
　また、このメイン電源ユニット７０は、図に詳細は示さないが、例えば、電力用スイッ
チング素子などにより、各種の所望の電源電圧を発生すると共に、上記サブＣＰＵ６０か
らの制御信号（ＣＳＵ）により、各種の所望の電源電圧を所定の電力端子へ供給を開始す
る。なお、この図１においては、図の煩雑さを避けてその説明を容易にするため、これら
の電力端子を纏めて「＊」で示している。より詳細に説明すると、これらの電力端子「＊
」は、上記チューナ回路２１、メインＣＰＵ２０１、ＥＰＥＧデコーダ２０２、画像処理
回路２０３、そして、上記表示部１０やそのパネル１１へ、更には、上述した内蔵のＨＤ
Ｄ８０や外付けのＤＶＤレコーダ９０へ、それぞれ、電力供給のオン・オフ（ＯＮ／ＯＦ
Ｆ）が制御なレギュレータＲ、Ｒ…（例えば、半導体スイッチング素子）を介して、電気
的に断続が制御可能に、接続されている。そして、これらのレギュレータＲ、Ｒ…の制御
端子には、それぞれ、上記サブＣＰＵ６０からの制御信号（ＣＳＲ）が接続されており、
もって、そのオン・オフ（ＯＮ／ＯＦＦ）が制御される。
【００２６】



(8) JP 2008-54085 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

　即ち、上述した受信装置２０の構成によれば、上記メイン電源ユニット７０のＳＴＢ（
スタンバイ）パワー端子７１に接続された上記サブＣＰＵ６０は、その電源プラグ７５が
商用電源に挿入（接続）されることによりオン（ＯＮ）状態となり、その結果、上記サブ
ＣＰＵ６０は、上記メインスイッチ２２やリモコン３０からの電源オン（ＯＮ）指令の有
無に拘わらず、常に、所定の処理を実行することが可能な状態となっている。
【００２７】
　更に、添付の図３には、上述したリモコン３０の内部構成の一例が示されている。即ち
、この図からも明らかなように、このリモコン３０は、少なくとも、例えば、プラスチッ
クからなる筐体の内部に、制御部を構成するＣＰＵ３１を備えると共に、上記ＣＰＵ３１
に、操作者（視聴者）からの各種の指令を入力するための、例えば、テンキーや移動キー
（カーソルキー）や各種のボタンを備えた入力部３２と、当該ＣＰＵ３１からの出力（各
種の表示）を表示するための、例えば、液晶ディスプレイ等からなる出力（表示）部３３
と、そして、上記ＣＰＵ３２から出力される制御信号に従って、視聴者が入力した上記各
種の指令を赤外線信号に変換して、上記受信装置２０へ送信するための赤外線送信部３４
とを備えている。また、この例では、受信装置２０側に設けられた上記人感センサ４０に
加えて、更に、例えば、人間の掌にリモコン３０が把持されたことを検出することにより
、テレビジョン受信機への人間の近接したことを検出するための人感センサ４０’をもそ
の内部に備えた例を示している。また、図中の符号３５は、当該リモコン３０を構成する
上記各部に必要な電力を供給するための電池からなる電源を示している。
【００２８】
　続いて、上記にその詳細な構成を説明した本発明になる受信装置２０における動作、特
に、装置を、例えば、室内など、所定の場所に設置し、上記メイン電源ユニット７０の電
源プラグ７５を商用電源に挿入（接続）した状態から、視聴者が、上記メインスイッチ２
２又はリモコン３０（即ち、リモコンのパワーオンボタン）を介して、装置の電源をオン
（ＯＮ）するまでの動作について、添付の図４のフロー図を参照しながら詳細に説明する
。なお、以下に示す処理は、電源プラグ７５が商用電源に挿入（接続）されている期間、
常に作動状態にある上記サブＣＰＵ５０によって実行される。
【００２９】
　この図４において、処理がスタートすると、上記のサブＣＰＵ６０は、上記受信装置２
０や表示パネル（表示部）１０を含むテレビジョン受信機を、第１の待機状態に設定する
（Ｓ４１）。なお、これをより詳細に説明すると、この第１の待機状態では、上記メイン
電源ユニット７０からの電源の供給は、上記のサブＣＰＵ６０に加え、更に、リモコン受
光部３５及び人感センサ４０へも開始され、もって、これらリモコン受光部３５及び人感
センサ４０をも待機状態にする。即ち、この第１の待機状態では、サブＣＰＵ６０、リモ
コン受光部３６、そして、人感センサ４０に対し、その動作を可能とするための電力が供
給されることとなる。
【００３０】
　その後、上記サブＣＰＵ６０は、例えば、上記人感センサ４０、及び／又は、上記リモ
コン３０に備えられた人感センサ４０’からの検出信号により、人間が表示システムであ
るテレビジョン受信機（上記受信装置２０や表示パネル（表示部）１０を含む）に近接し
たか否かを判定し（Ｓ４２）、その結果、人間が近接していないと判断された（図の「Ｎ
Ｏ」）場合には、処理は、再び、上記のステップＳ４１へ戻る。即ち、これを、人間が近
接したことを検出する（図の「ＹＥＳ」）まで繰り返す。
【００３１】
　そして、上記の判定ステップＳ４２において人間の近接を検出した（図の「ＹＥＳ」）
場合、上記サブＣＰＵ６０は、上記受信装置２０や表示パネル（表示部）１０を含むテレ
ビジョン受信機を、第２の待機状態に設定する（Ｓ４３）。即ち、この第２の待機状態で
は、上記メイン電源ユニット７０からの電源の供給は、少なくとも、上述したメインＣＰ
Ｕ２０１、更には、ＥＰＥＧデコーダ２０２やそのメモリ２０４をも含め、起動のために
比較的長い時間が必要な構成部品に対して開始される。より具体的には、上述したように
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、メインＣＰＵ２０１は、起動によりＢＯＯＴ－ＵＰした後、そのメモリ内に格納したＯ
Ｓをダウンロードし、圧縮されたデータを展開し、各デバイスのマイクロコードダウンロ
ードや初期設定を行なうことから、例えば、１０数秒程度の時間を費やすこととなる。し
かしながら、本実施形態では、上述したように、装置が人間の近接を検出した時点（即ち
、第２の待機状態）において、上記のＢＯＯＴ－ＵＰを含め、各種の起動のための必要な
動作を開始する。そして、起動動作の完了後は、待機状態となる。この第２の待機状態に
おいては、映像を表示パネルに表示させないので、表示パネル１１や画像処理回路２０３
等には電源は供給されない。
【００３２】
　その後、上記サブＣＰＵ６０は、更に、例えば、上記リモコン受光部３６を介して入力
されるリモコン３０のパワーオンボタンの押下、又は、上記メインスイッチ２２の押下に
より、視聴者が装置を作動するスイッチをオン（ＯＮ）したか否かを判定する（Ｓ４４）
。その結果、装置のスイッチがオン（ＯＮ）した（図の「ＹＥＳ」）と判定された場合に
は、通常の起動動作を実行する（Ｓ４５）。即ち、上述したテレビジョン受信機において
、更に、上記第１の待機状態及び第２の待機状態において未だ起動していない構成部品、
例えば、表示パネル（表示部）１０、画像処理回路２０３、チューナ回路２１等を含めて
、その動作に必要な構成部品に対し、上記メイン電源ユニット７０からの電源の供給を開
始する。更には、同時に、上述した内蔵のＨＤＤ８０や外付けのＤＶＤレコーダ９０に対
しても、必要な電源の供給を開始することも可能である。
【００３３】
　即ち、上述した本実施形態に係るテレビジョン受信機における起動動作によれば、上記
の第２の待機状態において、即ち、視聴者である人間の装置への近接を検出した時点にお
いて、特に、ＯＳを搭載したＣＰＵやディジタルＬＳＩ等、起動のために比較的長い時間
が必要な構成部品に対して電源を供給することによって予め起動しておき、その後、実際
に装置を作動するスイッチがオン（ＯＮ）した状態において、その他の装置の動作に必要
な構成部品に対し電源の供給を行うことから、テレビジョン受信機の起動後における待ち
時間を短縮することが可能となる。つまり本実施例によれば、表示装置１０の待機状態に
おいてリモコンの電源をＯＮしてから実際に表示パネル１１上に映像が表示されるまでの
時間を、例えば従来の１０秒程度から１～２秒と大きく短縮できる。
【００３４】
　なお、その際、例えば、上記第１の待機状態において起動されるサブＣＰＵ６０、リモ
コン受光部３５、そして、人感センサ４０による消費電力は、１Ｗ以下であり、更に、第
２の待機状態において起動されるメインＣＰＵ２０１、更には、ＥＰＥＧデコーダ２０２
やそのメモリ２０４をも含めても、最大５～１０Ｗ程度であり、また、表示パネル（表示
部）１０を構成するＬＣＤ（液晶表示装置）の消費電力１５０～２００Ｗ、又は、ＰＤＰ
（プラズマディスプレイパネル）の消費電力２００～３００Ｗに比較して非常に小さく、
そのため、放送受信装置の待機時における消費電力を抑えることも可能である。
【００３５】
　なお、上記の実施例では、上記第２の待機状態において起動される構成部品としては、
上述したメインＣＰＵ２０１に加え、ＭＰＥＧデコーダ２０２やそのメモリ２０４として
説明したが、しかしながら、本発明ではこれに限定されることなく、例えば、更には、画
像処理回路２０３等が１枚の基板（又は、１チップ）上に搭載されている場合には、これ
らを含めて、一体として起動することも可能であろう。
【００３６】
　そして、上記の実施例では、上記の判定（Ｓ４４）の結果、装置のスイッチがオン（Ｏ
Ｎ）していない（図の「ＮＯ」）と判定された場合には、そのままの状態で、装置のスイ
ッチがオン（ＯＮ）するまで待つこととなる。しかしながら、これに代えて、図示はしな
いが、例えば、数分程度の時間（タイマー）を設定しておき、このスイッチがオン（ＯＮ
）していない（図の「ＮＯ」）状態がこの設定した時間（タイマー）を超えた場合には、
再度、第１の待機状態である上記のステップＳ４１へ戻るようにすることも可能であり、
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このことは、上述した待機時における消費電力の抑制において、特に好適であろう。
【００３７】
　続いて、以下には、上述した人感センサ４０、４０’について説明する。上記からも明
らかなように、本実施例では、上記の人感センサ４０、４０’は、テレビジョン受信機の
操作者（視聴者）である人間が、当該装置を起動（パワーオン）するために装置に近接し
たことを、実際の装置の起動（パワーオン）に先立って検出するためのものである。その
ため、当該人感センサとしては、例えば、人間の近接による静電容量の変化を利用して検
出を行うもの（静電容量式の近接スイッチ）、人間の近接による温度の変化を利用して検
出を行うもの（サーモセンサ）、更には、上記図３に示したように、多くの場合、操作の
ために利用されるリモコン３０への接触を検出するもの（タッチセンサ）等を採用するこ
とが可能である。あるいは、これらに代えて、例えば、赤外線などの発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）とその受光素子からなる組を、所定の位置（例えば、テレビジョン受信機が設置さ
れた部屋の入口など）に配置し、もって、人間による光路の遮断によって近接を検出する
ことも可能であろう。即ち、近接検知手段を構成する人感センサは、テレビジョン受信機
が設置された空間内における物理的変化を検出することによって、操作者（視聴者）であ
る人間の当該装置への近接を検出するものである。
【００３８】
　更には、例えば、添付の図５にも示すように、テレビジョン受信機の一部、特に、視聴
の際には視聴者と対向することになる表示パネル（表示部）１０の一部に、例えば、レン
ズとＣＣＤ素子などから構成されるカメラ装置１１０を、単数又は複数個、取り付けるこ
とによっても、上述した人感センサを構成することが出来る。なお、このように、カメラ
装置１１０を人感センサとして利用する場合には、撮像した画像において肌色を検出する
ことによれば、人間の近接を、より確実に、検出することが可能となる。なお、そのため
の処理は、カメラ装置１１０からの撮像画像を入力して、上記サブＣＰＵ６０が実行する
こととなる。また、上記のカメラ装置１１０は、上記表示パネル（表示部）１０に代えて
、例えば、上記受信装置２０の一部、特に、そのパネル側に取り付けることも可能であろ
う。
【００３９】
　上記人感センサ４０、４０’の検出感度を変更することで、第１、第２の待機状態の移
行タイミングを変更するようにしてもよい。例えば、人感センサ４０、４０’の検出感度
を高くすれば、ユーザは表示装置１０に近接しなくても、表示装置１０が配置されている
部屋に入ったときに人感センサ４０、４０’が当該ユーザの存在を検知できるので、迅速
に第１の待機状態から第２の待機状態へ移行することができる。この人感センサ４０、４
０’の検出感度は、画面上にメニュー画面を表示させ、このメニュー画面を介してリモコ
ンにより変更するようにしてもよい。
【００４０】
　また、上述した実施例では、人感センサなどで表示装置に人間が近接したことを検出し
て第１の待機状態から第２の待機状態に移行するようにした。しかしながら、これに限ら
れるものではない。例えば、表示装置１０が元々備えているタイマーを利用し、これによ
り現在時刻を検出し、その検出時刻に応じて第１の待機状態から第２の待機状態に移行す
るようにしてもよい。例えば、視聴者がテレビ番組をよく視聴する時間帯は、平均的に６
：００～８：００、１８：００～２４：００であるので、第２の待機状態に移行する所定
の時間帯として６：００～８：００及び１８：００～２４：００を予め設定しておく。そ
して、表示装置１０が第１の待機状態にある場合において、上記タイマーにより検出され
た現在時刻が上記予め設定された時間帯に入った場合に、当該表示装置１０は、自動的に
第１の待機状態から第２の待機状態に移行される。逆に、表示装置１０が第２の待機状態
にある場合において、上記タイマーにより検出された現在時刻が上記予め設定された時間
帯から外れた場合に、当該表示装置１０は、自動的に第２の待機状態から第１の待機状態
に移行される。上記タイマーは、例えばサブＣＰＵ６０またはメインＣＰＵ２０１に内蔵
させるようにしてもよい。
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【００４１】
　また、この時間帯を、ユーザにより任意に設定できるようにしてもよい。例えば、表示
パネル１１上に、時間設定のためのメニュー画面を表示し、このメニュー画面から時間帯
を入力するようにしてもよい。例えばその視聴者が１３：００～１８：００にテレビ番組
を視聴するのであれば、１３：００及び１８：００との時刻を、リモコン３０を用いて上
記メニュー画面に入力する。そして表示装置１０が第１の待機状態にある場合において、
タイマーにより検出された現在時刻が視聴者により設定された時間帯である１３：００～
１８：００に入った場合に、自動的に第１の待機状態から第２の待機状態に移行する。逆
に、表示装置１０が第２の待機状態にある場合において、上記タイマーにより検出された
現在時刻が視聴者により設定された時間帯から外れた場合に、当該表示装置１０は、自動
的に第２の待機状態から第１の待機状態に移行される。
【００４２】
　上記のように、タイマーを用いて所定の時間帯においてのみ第２の待機状態に移行する
ようにすれば、人感センサなどの新たな要素を設けなくても低コストで、かつ待機状態に
おける電力消費を抑制しつつ、待機状態から表示動作までの時間を短縮することができる
。更にまた、表示装置１０が第１待機状態にあるか、また第２の待機状態にあるかを装置
の外観から認識できるように、それらの待機状態を視覚的に区別可能にするためのＬＥＤ
等の表示または発光素子を設けてもよい。例えば、緑、赤、黄色の３種類のＬＥＤを設け
、通常動作時は緑、第１の待機状態の時は赤、第２の待機状態の時は黄のＬＥＤを発光す
るようにしてもよい。また、緑と赤の２種類のＬＥＤを設け、通常動作時は緑のＬＥＤを
発光し、第１の待機状態の時は赤のＬＥＤを発光すると共に、第２の動作時は赤のＬＥＤ
を点滅するようにしてもよい。
【００４３】
　更にまた、表示装置１０を、ホームネットワークを介して室内のエアコンや照明装置と
接続して互いに通信可能とすれば、該エアコン、照明装置の電源スイッチに連動して第１
の待機状態と第２の待機状態との移行を制御することができる。例えば、ユーザが、表示
装置１０が配置されている室内の照明を点灯させたときに、この点灯に応答して照明装置
からホームネットワークを介して表示装置１０のサブＣＰＵ６０に制御信号を送信する。
これにより、表示装置１０は、表明装置の点灯に連動して第１の待機状態から第２の待機
状態に移行することができる。同様に、同室内のエアコンの電源をＯＮ状態にしたときに
、これに応答してエアコンからホームネットワークを介して表示装置１０のサブＣＰＵ６
０に制御信号を送信してもよい。これにより、エアコンの電源ＯＮに連動して上記移行を
行うことができる。このような構成によれば、ユーザが表示装置１０視聴する可能性の高
い状態において、表示装置１０の待機状態の移行を制御することができる。
【００４４】
　以上のように、本実施形態では、表示装置１０の待機状態（映像を表示しないが、リモ
コン信号を受け付ける状態）、すなわち待機動作モードとして、一般的な待機動作モード
である第１の待機動作モードと、この第１の待機動作モードよりも消費電力が大きくなる
が電源ＯＮ時に映像を迅速に表示させることが可能な第２の待機動作モードを有している
。そして本実施形態では、人感センサ、タイマー、ホームネットワークに接続された外部
機器からの制御信号等により、第２の待機動作モードが有効となる時間を適切に制限して
いる。これにより、本実施形態では、待機状態（待機動作モード）における消費電力を大
きく増加させること無く、電源ＯＮから映像表示までの時間を好適に短縮することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施の形態になる放送受信装置の詳細な回路構成を示すブロック図で
ある。
【図２】上記放送受信装置の全体概略構成を示す斜視図である。
【図３】上記放送受信装置を構成するリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である
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【図４】上記放送受信装置における起動時の動作を説明するためのフローチャート図であ
る。
【図５】上記放送受信装置において人感センサを構成するカメラ装置の配置の一例を示す
斜視図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０…表示パネル（表示部）
　１１…表示パネル
　２０…受信装置
　２１…チューナ回路
　２２…メインスイッチ
　２００…画像処理部
　２０１…メインＣＰＵ
　２０２…ＥＰＥＧデコーダ
　２０３…画像処理回路
　２０４…メモリ
　３０…リモコン
　３６…リモコン受光部
　４０、４０’…人感センサ
　６０…サブＣＰＵ
　５０…アンテナ
　７０…メイン電源ユニット
　７１…ＳＴＢパワー端子
　７５…電源プラグ。
【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成18年9月19日(2006.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】 【図２】
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